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?????
―白梅学園大学・白梅学園短期大学 学長― 
汐 見 稔 幸 (教育学) 
＜著書＞ 
井上さく子著,汐見稔幸解説『だいじょうぶ―さく
子の保育語録集』 サンパティック・カフェ 2014
年 6月  
白梅学園大学子ども学研究所編集 市川奈緒子責任
編集,汐見稔幸監修『発達障害の再考 支援とは?自
立とは?それぞれの立場で自分にできることを問う』 
風鳴舎 2014年 10月  
保育士試験対策委員会著,汐見稔幸監修『福祉教科
書 保育士完全合格テキスト 上 2015年版』 翔泳
社 2014年 11 月  
保育士試験対策委員会著,汐見稔幸監修『福祉教科
書 保育士完全合格テキスト 下 2015年版』 翔泳
社 2014年 11 月 
汐見稔幸監修『保育士をめざす人の本〈’15年版〉』 
成美堂出版 2015年 2月  
栄養セントラル学院著,汐見稔幸監修『保育士精選
過去問題集 2015』 風鳴舎 2015 年 3月  
＜その他＞ 
寺脇研の教育を語ろう(25)社会の状況と子どもの
変容(上) 学校事務 65(4),34-37,2014 年 4月 学事
出版 寺脇研,汐見稔幸 
寺脇研の教育を語ろう(第 24回)ゲスト/汐見稔幸
(白梅学園大学学長) 社会の状況と子どもの変容
(上) 月刊高校教育 47(4),58-61,2014 年 4月 学事
出版 寺脇研,汐見稔幸 
保育に活かせる文献案内(5)音環境と子ども・保育 
発達 35(138),78-81,2014 年 4月 ミネルヴァ書房 
汐見稔幸 
寺脇研の教育を語ろう(26)社会の状況と子どもの
変容(下) 学校事務 65(5),34-37,2014 年 5月 学事
出版 寺脇研,汐見稔幸 
寺脇研の教育を語ろう(第 25回)ゲスト/汐見稔幸
(白梅学園大学学長) 社会の状況と子どもの変容
(下) 月刊高校教育 47(6),54-57,2014 年 5月 学事
出版 寺脇研,汐見稔幸 
保育所入所基準と待機児童問題 : その経緯と今後 
(通巻第 120号記念特大号) -- (特集 現代社会福祉
における権利の位置) 
Entrance Standard of Day-care Center and Issues 
of Waiting List Child 
社会福祉研究 = Social welfare 
studies(120),126-134,2014年 7月 鉄道弘済会社
会福祉第一部 汐見稔幸 
保育に活かせる文献案内(6)色・光と保育 発達
35(139),78-81,2014年 7月 ミネルヴァ書房 汐見
稔幸 
道徳とは何か 道徳そのものを問い直す : 歴史と
現代を視野に入れつつ (特集 道徳の教科化を考え
る) クレスコ 14(8),29-31,2014 年 8月 大月書店 
汐見稔幸 
妊娠・出産からの父親のかかわり : その意義と支
援方法 (特集 お父さんの「父親力」を高める) 助
産雑誌 68(9),782-785,2014年 9月 医学書院 汐見
稔幸 
子どもにとって学校とはどういう場か? (特集 学
校ストレス) 児童心理 68(14),1195-1201,2014 年
10 月 金子書房 汐見稔幸 
保育に活かせる文献案内(7)「困っている子」と保
育 発達 35(140),76-79,2014年 10月 ミネルヴァ書
房 汐見稔幸 
「小学校一年生問題」からみる日本特有の子育て事
情(特集 子育てと社会)歴史地理教育(828),10-17, 
2014年 12月 歴史教育者協議会 汐見稔幸 
特集 人間と自然と表現 : 全体性を取り戻す営み
を げ・ん・き(147),2-17,2015 年 1月 エイデル
研究所 汐見稔幸 
保育に活かせる文献案内(8)感性と保育 発達
36(141),92-95,2015年 1月 ミネルヴァ書房 汐見
稔幸 
その子らしい物語を描くということ : 学校と教育
の未来 (特集 教室にやわらかな出会いを) 教育
(831),5-14,2015年 3月 かもがわ出版 汐見稔幸 
第 93回公開シンポジウム 子どもを人間としてみ
る保育 子ども学(17),5-32,2015 年 3月 甲南女子
学園 汐見稔幸,水谷豊三,一色伸夫 
その他、多数 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本教育学会常任理事 
・臨床育児・保育研究会 主宰 
・日本保育学会理事 
・NPO法人あいぽーと理事 
・子ども環境学会副理事 
・日本赤ちゃん学会理事 
・家庭教育支援の推進に関する検討委員会委員 
・学校法人東京シューレ学園 東京シューレ葛飾中
学校理事 
・放送倫理・審査向上機構 放送と青少年に関する
委員会委員 
 
大学 子ども学部子ども学科            
秋 山 治 子(音楽学・幼児音楽教育) 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本保育学会 
・日本音楽教育学会 
・日本音楽学会 
・日本音楽療法学会 
・日本声楽発声学会 
・日本赤ちゃん学会 
・日本音楽著作権協会(作曲部門) 準会員  
・日本ハンドベル連盟(個人会員) 
 
近 藤 幹 生(保育学) 
＜著書＞ 
『保育とは何か』単著 2014年 10月 岩波書店 
『乳児保育を学ぶ』編著 2015 年 2 月 大学図書出
版 
＜学術論文＞ 
「子どもを社会で育てる合意形成を-新制度の中で、
保育園・幼稚園の存在が地域社会の要ともなる」 
単著 2015年 3月 『子どもの文化』 2015年 3月号
子どもの文化研究所 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本保育学会 
・日本教育学会 
・関東教育学会 
・関東教育学会紀要編集委員(2015年 3月まで) 
・幼児教育史学会 
・日本ペスタロッチ・フレーベル学会 
・総合人間学会監事 
・ＯＭＥＰ日本委員会 
・保育研究所会員 
・保育内容学会(準備会) 
・東村山市子ども・子育て会議職務代理者 
・長野県県立大学設立委員(2015 年 3月まで) 
＜講師＞ 
・習志野市園長会研修(9 月) 
・習志野市保育研修(10月) 
・小平市私立保育園研修(11月) 
・埼玉県子育て・保育の集い(11 月) 
・子どもとことば研究会研修会(1月) 
・長野市私立保育園理事長・園長研修会(1月) 
・京都私立園長研修会(1 月) 
・八王子市公私立保育所・幼稚園研修会(2月) 
・子どもの文化研究所セミナー(2月) 
 
佐 々 加 代 子(児童学) 
＜著書＞ 
佐々 加代子 共編著『保育臨床相談・支援 改訂版』 
犀書房 2014年 6月 17日 
＜学術論文＞ 
＜研究ノート＞ 
福嶋 一恵,佐々 加代子：「「離乳」開始が一歳から
の保育についての検討」 
白梅学園大学・白梅学園短期大学 教育・福祉研究
センター研究年報 第 19号  pp.43-50 2014年 8月 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本音声医学会 
・日本保育学会 
・日本特殊教育学会 
・日本語教育学会 
・日本心理学会 
・日本乳幼児教育学会 
・日本応用心理学会 
・日本ストレス学会 
・日本教育工学会 
・言語・発達臨床相談(0 歳児から青年期まで) 
・乳幼児の発達相談活動 
・幼稚園,保育園からの要請による子どもたちの発
達・臨床相談 
・江戸川区立特別支援教育部難言分科会,区難言主
宰研究授業 
・ファミリー・サポート・センター講習会講師 
東京都千代田区,国分寺市,昭島市, 
武蔵村山市,福生市,東村山市, 
埼玉県入間市 
・武蔵野市子育て支援講座講師 
・NPO法人ひまわりママ子育て支援サポーター養成
講座講師 
・特別支援サポーター育成講座講師 
「障害児とのコミュニケーション」 
・白梅学園内子育て広場紅茶の会主幹 
・武蔵村山市子ども子育て会議会長 
・福生市子ども子育て審議会会長 
・瑞穂町子ども子育て会議会長 
(2014年 7月 16日まで) 
 
髙 田 文 子(教育学) 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本保育学会 
・幼児教育史学会監事→理事 
(2014年 12 月～) 
・日本乳幼児教育学会 
・日本教育史研究会 
・教育史学会 
・日本教育学会 
 
中 島 好 伸(アメリカ文学) 
＜学術論文＞ 
「ドライサーの『聖コルンバと川』：三人称全知の
語り手と自由間接話法の関係」 
単著 白梅学園大学・短期大学 紀要 No.51  
2015年 3月 pp.53-64 
＜学会・社会的活動＞新英米文学会 
・日本英文学会 
・日本アメリカ文学会 
・Dreiser Society(アメリカ) 
 
長 谷 川 俊 雄(社会福祉) 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本社会福祉学会 
・日本医療社会福祉学会 
・日本精神障害者リハビリテーション学会 
・日本精神保健福祉学会 
・神奈川県社会福祉協議会 日常生活自立支援事業
契約締結審査会委員長 
・小平市地域保健福祉推進会議 委員長 
・愛知県ひきこもり E メール相談事業 監修責任
者 
・東京都中部総合精神保健福祉センター 思春期青
年期相談援助事業・アディクション相談援助事業，
スーパーバイザー 
・川崎市児童相談所(中央・中部・北部)スーパーバ
イザー 
・川崎市高津区役所・保健福祉センター 児童家庭
課 スーパーバイザー 
・愛知県ひきこもり支援対策協議会 委員 
・NPO 法人つながる会代表理事 
・NPO 法人フリースペースたまりば 副理事長 
・講演・研修講師 多数 
 
平 賀 明 彦(日本近現代史) 
＜学術論文＞ 
「準戦時・戦時期、農業・農村問題の諸相—農産物
価格問題から労働力問題への転換—」単著 白梅学
園大学・短期大学 紀要 No.51 2015年 3月 
「現代ヒューマニズムの淵源を探る―15 世紀イタ
リア・ルネサンス絵画を素材として―」単著 白
梅学園大学・白梅学園短期大学 教育・福祉研究
センター 研究年報 第 19 号 pp.30-42 2014 年 8
月 
＜学会・社会的活動＞ 
・歴史学研究会 
・歴史科学協議会 
・日本史研究会 
・政治経済学・経済史学会 
・歴史学会 
・新潟県史学会 
・新潟県南魚沼郡六日町 
町史編纂委員会委員 
 
増 田 修 治(臨床教育学) 
＜著書＞ 
『ＰＯＩＮＴ 子どもがわかる 授業がかわる 教材
活用』単著 日本標準 2015年 4 月 1 日 
『先生は忙しいけれど―「多忙」、その課題と改善
―』責任編集日本標準 2014年 8月  
『先生！ 今日の授業楽しかった！ ―多忙感を吹
き飛ばす、マネジメントの視点―』単著 日本標準 
2015年 2月 15 日 
＜その他＞ 
「小学校入学準備」連載 単著 2014年 4 月～ 
(現在に至る) サンケイリビング社「あんふぁん」 
「グズグズダラダラ」改善計画 単著 2014 年 5 月 
「チャレンジ通信 １ねんせい」(ベネッセ「1年生
向け冊子 6 月号」 
話し方丁寧に説明 2014年 5月 毎日新聞 朝刊 
小学校教師は、今！ 単著 2014 年 9 月 日本教材学
会 教材学研究 第 25巻(別冊) 
「授業ナビ」到達目標と評価基準 2014年 9月  
高学歴親の罪 2014 年 9 月 朝日新聞社「アエラ」
№39 
学校が危ない 2014 年 9月 週刊東洋経済 9/20号 
教師の「多忙化」の状況分析とその改善のための方
策 単著 2014年 9月 第 4回 日本臨床教育学会 自
由研究発表 
「荒れる小学生 ～なぜ増加？ 学校での暴力行為」 
2014 年 11 月 1 日 ＮＨＫテレビ「週刊ニュース深
読み」 
公立校に満足してますか？ 2014年 11月 朝日新聞
社「アエラ」№50  
笑いと教育 2014 年 11 月 15 日 ＮＨＫテレビ「エ
デュカチオ」 
忙しい先生の今 2014 年 11 月 28 日 ＴＢＳラジオ 
「渋谷和宏 ヒント」 
道徳について考える 2015年 2月 17日 ＮＨＫラジ
オ 「私も一言！ 夕方ニュース」 
「ひらがなの書きが思うように進まないな…」と思
ったら読む本 単著 2015 年 3 月 31 日 ベネッセ 
『子育て・学びガイド』4・5歳用 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本カリキュラム学会 
・日本教育実践学会  
・日本安全教育学会  
・日本教師教育学会  
・日本個性化教育学会 
・アメリカ教育学会 
・日本標準教育研究所理事  
・日本標準「教師の多忙化」出版発表及び研修会講
師 
・東京都北区ファミリーサポート事業講師 
・板橋区保育園 園内継続研究指導員 
・板橋区紅梅保育園共同研究者 
・板橋区保育士研修会講師 
・板橋区 保育園共同研究者 
・江戸川区立西一之江小学校 校内研究講師 
・荒川区ビジネスカレッジ講演会講師 
・品川区保育研究会講師 
・品川区東品川保育園継続研究 共同研究者 
・福生市立福生第五小学校 東京都委嘱研修講師 
・小平市立花小金井小学校校内研修講師 
・小平市立上宿小学校校内研修講師 
・小平市立小平第十小学校校内研修講師 
・小平市ＰＴＡ連合会講演会講師 
・小平市立小平第五小学校道徳地区講座講演会講師 
・小金井市立けやき保育園研修会講師 
・東大和市立倉敷公民館「不登校」講座講師 
・葉山町立上山口小学校研修講師 
・横浜市アイン保育園研修会講師 
・埼玉子育て保育のつどい 全体講演会講師 
・川口市保育所長研修会講師 
・埼玉県西部地区保育士研修会講師 
・私立大宮開成中学校１年生向け講演会講師 
・茨城県 県南部夏の講演会講師 
・大阪教育大学「メンタルヘルスサポートセンター」
共同研究員 
・島根県ＰＴＡ連合会講演会講師 
・鳥取県教育委員会研修会講師 
・三重県松阪市立教育研究所研修会講師 
・「日本作文の会」北海道大会講座担当者 
・ベネッセ「社内勉強会」講師 
・ベネッセ「小学校資料」検討会講師 
・サンケイリビング社「あんふぁん」「入学準備」
執筆者 
 
村 田 務(健康教育学) 
＜その他＞ 
村田務：子どものための健康保育 
大学生協・印刷製本 2014年 9 月 22日 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本学校保健学会 
・日本小児保健学会 
・日本体育学会 
・日本公衆衛生学会 
・日本保育園保健協議会 
師 岡 章(保育学) 
＜著書＞ 
『はじめてでも大丈夫！ 0～2 歳 指導計画の書き
方・作り方』編著 成美堂出版 2014年 4 月 
『キューピーちゃんの げんきいっぱい おいもほ
り』監修 フレーベル館 2014年 5月 
＜その他＞ 
「すくすくしょくいく」(指導)『キンダーブック２』
2014年 4月号～2015 年 3 月号 フレーベル館 
「ははうえのしょくいく」(指導)『キンダーブック
3』2014年 4月号～2015年 3月号 フレーベル館 
「保育者同士の良い関係を築くために No.25～
No.36」『月刊健』2014年 4月号～2015年 3 月号 
日本学校保健研修社 
「今、気になる最新研究事情 カリキュラム研究か
ら学ぶ」『保育ナビ』2014年 4 月号 フレーベル館 
「指導要録の記入のポイント」東京都私立幼稚園教
育研修会編『幼児教育年報』第 50集 チャイルド本
社 
「たべものずかん」(監修)『キンダーブック３』特
別付録平成 26年 12 月号 フレーベル館 
「園の未来が見えてくる 保育の夜明け 特別編 
研修を考える－保育の質の向上に向けて」       
『保育ナビ』2014年 12 月号 フレーベル館 
・講演、多数につき省略 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本保育学会 
・日本教育学会 
・日本教育方法学会 
・日本乳幼児教育学会 
・日本カリキュラム学会 
・日本子ども社会学会 
・日本栄養改善学会 
・幼児教育史学会会員 
・日本保育学会『保育学研究』編集協力委員 
・日本乳幼児教育学会『乳幼児教育学研究』編集協
力委員 
・小平市子ども・子育て審議会会長 
・東京都社会福祉協議会保育部会調査研究委員会講
師 
 
佐 藤 正 志(小学校教育・教育経営) 
＜著書＞ 
『これからの学校運営組織への展望２―企業運営
から学び、学校運営組織にいかす―』編著 2014 年
4 月 1 日 東京教育研究所 
担当 序章「企業運営から学ぶ」 pp.12～36 
『教師のための実践マナーブック』共著 2014 年 
4 月 1 日 教育開発研究所 
担当 第 8 章「職員室の人間関係」pp.102～120 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本社会科教育学会 
・全国社会科教育学会 
・日本学校図書館学会理事 兼研究委員長 
・町田地方史研究会 町田の地名編集委員 
・一水教育研究所 調査資料作成部長 
・東京教育研究所 主任研究員 
・中野区学校評価検討委員会委員 
・狛江市教育委員会の自己点検及び評価に関する審
査委員会委員長 
・狛江市教育振興基本計画改定検討委員会委員長
(2014 年 4 月～2015 年 3 月) 
  
成 田 弘 子(メディアリテラシー教育) 
＜学会・社会的活動＞ 
・蕨市男女平等推進市民会議会員 
・NPO 法人子どもとメディア会員 
・「 子どもとメディア関東」事務局 
・ さいたま教育文化研究所幼年教育研究委員会代
表 
・「 子ども白書」子どもとメディア領域編集委員 
松 本 園 子(保育・児童福祉学) 
＜著書＞ 
金田利子・草野篤子・林薫・松本園子編 『保育と
家庭科』ななみ書房 2014年 6 月 
執筆部分：第二部 1 家庭科教育の変遷と「育児」「保
育」の位置 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本保育学会 
・日本社会福祉学会 
・社会事業史学会 
・日本家庭科教育学会 
・東京社会福祉史研究会 
 
市 川 奈 緒 子(発達臨床学) 
＜著書＞ 
市川奈緒子責任編集,汐見稔幸監修 白梅学園大学
子ども学研究所編集『発達障害の再考 支援とは?
自立とは?それぞれの立場で自分にできることを問
う』 風鳴舎 2014年 10 月  
＜その他＞ 
全国保育士養成協議会研究大会研究発表 
「保育実習指導における個人記録の活用方法の検
討」松永静子・市川奈緒子 
第 25 回日本発達心理学会シンポジウム「インクル
ーシブな教育・保育をいかに構築していくか」シン
ポジスト 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本発達心理学会会員 
・日本発達障害学会会員 
・日本教育心理学会会員 
・臨床発達心理士会会員 
・臨床心理士会会員 
・小平市教育委員会公立小中学校チーフ巡回相談員 
・小平市教育委員会特別支援教育専門委員 
・社会福祉法人正夢の会 非常勤職員 
 
首 藤 美 香 子(児童文化論・比較保育教育学) 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本保育学会 
・幼児教育史学会 
・日本子ども学会 
 
中 林 俊 明(理科教育) 
＜学術論文＞ 
『理科の教育』共著「小学校理科における粒子概念
をどのように取り扱っていくか」日本理科教育学会 
東洋館出版社 pp.15-16 2014.年 4月 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本理科教育学会 
・日本地学教育学会 
・日本科学教育学会 
・日本気象学会 
 
林 薫(小児栄養学) 
＜著書＞ 
「監修・レシピ開発」『おやつカタログ』フレーベ
ル館 2014 年 11 月 
＜その他＞ 
「発表」 「生命尊重概念の萌芽をめざす「乳」を
活用した食に関する教育活動の意義と可能性－幼
児・学童期をつなぐアプローチ・スタートカリキュ
ラムに着目して－」(分担研究)一般社団法人Ｊミル
ク平成 25 年度「食と教育」学術研究「牛乳食育フ
ォーラム」2014 年 8 月 
［講師］東京都多摩栄養管理研修会「保育所におけ
る食育の取り組みについて」 2014 年 6 月 
［受賞］第 8 回キッズデザイン賞「食育ワークショ
ップでつなぐ地域と大学教育」                 
2014 年 7 月 
［講師］飯能市食育研修会「保育所における食育の
推進」 2014 年 9 月 
［講師］東大和市公民館講座「子どもの食育を考え
る」 2014 年 10 月 
［掲載］『キッズデザインコンセプトブック 2014』
キッズデザイン協議会 2014 年 10 月 
［総説］小児科臨床 Vol.67 NO.12『子どもと食
2014』「最近の幼児の食事」                    
2014 年 11 月 
［講師］地域交流研究センター「クッキングワーク
ショップ(6 回)」  
2014 年 9 月～12 月 
［講演］東京都西多摩特定給食施設栄養管理講習会 
「保育所・幼稚園における食育とその教育効果」 
2015 年 1 月 
［講演］武蔵野市保育食育研修会「保育における食
育の推進と課題」 2015 年 1 月 
＜学会・社会的活動＞ 
・ 日本小児保健学会 
・ 日本保育園保健学会 
・ 日本栄養士会 
・ 日本栄養改善学会 
・ 全国小児栄養研究会(運営委員) 
・ 日本公衆衛生学会 
・ 日本家庭科教育学会 
・ 日本教材学会 
 
松 永 静 子(保育学) 
＜著書＞ 
『基本保育シリーズ 1 保育原理』 
共著 中央法規 2015年 
『家庭的保育の基本と実践 家庭的保育基礎研修テ
キスト』共著 福村出版 2015年 
＜学会・社会的活動＞ 
学会 
・日本保育学会 
・日本乳幼児教育学会 
・こども環境学会 
社会活動 
・臨床育児保育研究会 
(機関紙エデュカーレを発行) 
 
内 藤 千 尋(小学校教育) 
＜学術論文＞ 
内藤千尋・髙橋智・法務省矯正局少年矯正課：少
年院における発達障害等の特別な配慮を要する
少年の実態と支援に関する調査研究―全国少年
院職員調査を通して― 『東京学芸大学紀要総合
教育科学系Ⅱ』第 66集 pp.107-150 2015年 2月 
髙橋智・斎藤史子・田部絢子・石川衣紀・内藤千
尋：発達障害者の「食」の困難・ニーズに関する
研究―発達障害の本人調査から―『東京学芸大学
紀要総合教育科学系Ⅱ』第 66集 pp.17-72 2015
年 2月 
＜その他＞ 
内藤千尋・高橋智：発達障害と非行を併せもつ青
少年の実態と教育支援の課題―児童自立支援施
設・自立援助ホーム・少年院調査から―『日本教
育学会第 73 回発表論文集』pp.278-279 九州大
学 2014年 8月 
内藤千尋・高橋智：少年院における発達障害等の
特別な配慮を要する少年の実態と支援に関する
調査研究(その１)―全国少年院職員調査(法務
省矯正局少年矯正課との共同研究)を通して―
『日本特殊教育学会第 52 回大会発表要旨集』口
頭発表 O-22 高知大学 2014年 9月 
高橋智・内藤千尋：少年院における発達障害等の
特別な配慮を要する少年の実態と支援に関する
調査研究(その２)―全国少年院職員調査(法務
省矯正局少年矯正課との共同研究)を通して―
『日本特殊教育学会第 52 回大会発表要旨集』口
頭発表 O-23 高知大学 2014年 9月 
内藤千尋・高橋智：発達の困難を抱える非行少年
の現状と移行支援―全国少年院・少年鑑別所調査
をもとに―『日本特別ニーズ教育学会発表論文集』 
pp.104-105 茨城大学 2014 年 10 月 
池田敦子・内藤千尋・田部絢子・高橋智：知的特
別支援学校高等部における「被虐待・いじめ・暴
言・暴力・非行」問題と特別支援教育コーディネ
ーターの支援・役割『日本特別ニーズ教育学会発
表論文集』pp.82-83 茨城大学 2014年 10月 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本特殊教育学会会員 
(研究委員会社会貢献小委員会幹事) 
・日本教育学会会員 
・日本特別ニーズ教育学会会員 
・日本発達障害学会会員 
・日本発達障害支援システム学会会員 
・日本矯正教育学会会員 
・日本保育学会会員 
・日本社会福祉学会会員 
 
大学 子ども学部発達臨床学科             
 
久 保 木 寿 子(日本文学) 
＜学術論文＞ 
単著 研究ノート：和泉式部の<群作>歌―評価の基
軸と和歌史上の位置―  白梅学園大学・白梅学園短
期大学 教育・福祉研究センター 研究年報 第 19 号  
pp.56-63  2014年 8 月 
＜その他＞ 
早稲田大学オープンカレッジ 秋講座 全 10回  
担当 
『古今集』 ― 四季の美のかたちを読む ― 
10 月 1日～12月 3日 
＜学会・社会的活動＞ 
・中古文学会 
・和歌文学会 
・全国大学国語国文学会 
・日本文学協会 
・和漢比較文学会 
・早稲田大学国文学会 
 
倉 澤 寿 之(心理学) 
＜学術論文＞ 
「タブレット対応教材作成ソフトの現状」 
白梅学園大学・短期大学 情報教育研究 
第 18号 pp.7-20 2015年 3月 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本心理学会 
・日本応用心理学会 
・日本社会心理学会 
・日本教育工学会 
 
佐 久 間 路 子(発達心理学) 
＜著書＞ 
『よくわかる情動発達』共著 ミネルヴァ書房 
2014年 10月  
＜学術論文＞ 
「保育の一斉活動場面における大人と幼児のやり
とりで見られた笑いについて－noncompliance行
動に伴う笑いの観点から」共著 2015年 チャイ
ルドサイエンス(子ども学), 11, pp.71-75. 
＜その他＞ 
［学会発表］縦断的調査による中学生における自己
概念の発達(２)－自己の肯定的側面に着目して 
共同 2015年 3月  
日本発達心理学会第 26回大会 
ポスター発表 P3-039. 
［学会発表］縦断的調査による中学生における自己
概念の発達(３)－本当の自分・にせの自分に着目
して 共同 2015年 3 月 日本発達心理学会第 26
回大会 ポスター発表 P3-040. 
［学会発表］“文化の中の自己”の発達過程を考え
る 共同 2015年 3月 日本発達心理学会第 26回
大会自主シンポジウム 話題提供 
［学会発表］特別支援教育教員養成課程における大
学生の障がい理解 共同 2015 年 3 月 日本発達
心理学会第 26回大会 ポスター発表 P2-082. 
［講師］ 
2015年度幼い子のいる親のための教室 
2014年 9月～2015年 1月  
国分寺市本多公民館 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本発達心理学会 
・日本教育心理学会 
・日本心理学会 
・日本乳幼児教育学会 
・日本質的心理学会 
・日本保育学会 
・日本子ども社会学会 
・日本臨床発達心理士会 
 
多 喜 乃 亮 介(心理学) 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本心理学会 
・日本生理心理学会 
・日本体育学会 
・日本臨床神経生理学会 
・日本睡眠学会 
・日本生体磁気学会 
 
西園 マーハ 文(精神医学) 
＜著書＞ 
鈴木真理,西園マーハ文,小原千郷:摂食障害:見る
読むクリニック 星和書店 2014 年 
西園マーハ文:摂食障害. 抑うつの鑑別を究める
(野村総一郎編)pp.171-180  医学書院 2014年 
西園マーハ文:摂食障害. 向精神薬と妊娠・授乳(伊
藤真也他編)pp.188-193 南山堂 2014年 
西園マーハ文：神経性過食症/神経性大食症. DSM-5
を読み解く１(神庭重信,神尾陽子編)pp.123-130 
中山書店 2014年 
西園マーハ文:摂食障害. 標準精神医学(野村総一
郎,樋口輝彦監修). pp.369-378 医学書院 2015 年 
＜学術論文＞ 
西園マーハ文: 摂食障害の目の前の子どもに何が
できるか. 教育と医学. 730: pp.360-367 2014年 
西園マーハ文:摂食障害の初期治療. 臨床精神医学
43:pp. 493-496 2014年 
作田亮一,鈴木真理,武田綾,野間俊一,西園マーハ
文:摂食障害の治療が社会に根付いていくためには
－治療の現状と今後の課題－日本社会精神医学会
雑誌 23 pp.123-139 2014年 
西園マーハ文: 摂食障害.一般内科診療で役立つう
つ病の知識. 内科 115: pp.259-262 2015年 
西園マーハ文; 摂食障害の治療戦略と薬物療法.臨
床精神薬理 18:pp.407-413 2015 年 
＜学会・社会的活動＞ 
学会発表 
・西園マーハ文:摂食障害の治療における医療機関
の間の連携のあり方:海外の実践を参考に. シンポ
ジウム 48摂食障害治療のネットワーク：長期化例
が増加する時代に精神科医に必要な対応とは？（日
本摂食障害学会推薦.発表およびコーディネーター）
第 110 回日本精神神経学会学術総会, 横浜
［2014/06/27］ 
・柳田真希,小板橋弥佳,林公輔,橘田昌也,西園マー
ハ文,濱田秀泊: 群馬病院における摂食障害患者の
就学・就労についての調査研究. 第 18 回日本摂食
障害学会学術集会,大阪［2014/09/13］ 
・西園マーハ文: 英国における摂食障害協会(BEAT)
と専門治療の役割～日本が学べることは何か～パ
ネルディスカッション１摂食障害センター構想と
今後の方向性. 第 18 回日本摂食障害学会学術集会,
大阪［2014/09/14］ 
・大森美湖,河上純子,西園マーハ文: 大学生女子に
対する過食行動調査－EDI-2および BITEを用いた
前向き研究. 第 18 回日本摂食障害学会学術集会,
大阪［2014/09/14］ 
・高橋光代,遠藤美由紀,西園マーハ文,濱田秀泊他: 
過食症短期入院プログラムにおける看護師の関わ
り～セルフヘルプ援助～第 18回日本摂食障害学会
学術集会,大阪［2014/09/14］ 
・Eating disorder treatment in Japan: universal 
themes and Japanese variations. Eating 
disorders and support for the carers: Workshop 
with Dr. Mima Simic, 九州大医学部［2014/11/21］ 
・西園マーハ文: 周産期メンタルヘルスの理解と地
域での実践. 妊産婦メンタルケアの育児支援研究
連絡会議：平成 26 年度改訂版育児支援マニュアル
全国研修会.東京[2015/01/31] 
・西園マーハ文: 精神科医の立場から.ラウンドテ
ーブル 5-5 両親の抑うつと子どもの発達. 第 26
回日本発達心理学会.東京大学[2015/03/21] 
社会活動 
(1)専門家向け講義・講演 
・西園マーハ文：産後のメンタルヘルスの問題をど
う発見し援助するか：地域保健センターにおける精
神科アドバイザーの経験から.白梅学園大学 生活
の中のカウンセリング講座.［2014/07/12］ 
・西園マーハ文：保護者のメンタルヘルスとその支
援－精神科医の立場から.白梅保育･子ども学研修
講座.松本[2014/07/13] 
・西園マーハ文: 地域における産後メンタルヘル
スの問題の発見と援助.保健師助産師研修会, 東
京都中央区［2014/09/03］ 
・西園マーハ文: 摂食障害・パーソナリティー障害
を合併する摂食障害 [講義]. 
第 11回摂食障害看護研修,国立精神・神経センター
精神保健研究所, 東京[2014/11/05] 
・西園マーハ文: 地域における産後のメンタルヘル
ス～発見と援助～東京都助産師会研修会, 東京
［2014/11/12］ 
・西園マーハ文: 地域における産後のメンタルヘル
ス～発見と援助～. 保健師助産師研修会, 東京
都新宿区［2014/12/02］  
・西園マーハ文: メンタルヘルスを中心とした親支
援.白梅学園大学保育セミナー, 東京,［2014/12/07］ 
・西園マーハ文: 地域におけるメンタルヘルスの問
題の発見と援助・EPDS の使い方」小平市新生児訪
問指導員研修, 東京, 2015 
(2)一般向け活動 
・西園マーハ文:チャリティーショップと摂食障害. 
星和書店こころのマガジン No.138 8月 29日号 
・西園マーハ文.過食症への対応. 摂食障害ウィー
ク講演会.東京女子医大,東京[2014/09/11] 
・西園マーハ文:治療理念と実践 星和書店こころ
のマガジン No.142 12月 25日号 
 
 
福 丸 由 佳(家族心理学・発達臨床心理学) 
＜学術論文＞ 
「子どもにとっての親の離婚」 
『青少年問題』656号(青少年問題研究会)pp.34-41 
2014年 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本発達心理学会 
・日本心理臨床学会 
・日本家族心理学会 
・日本心理学会 
・日本家族研究・家族療法学会 
・日本母性衛生学会 
・日本臨床発達心理士会 
・神奈川県臨床心理士会 
・東京都臨床心理士会 
・American Psychological Association 
 
堀 江 ま ゆ み 
＜学術論文＞ 
内山登紀夫,水藤昌彦,堀江まゆみ,安藤久美子,桝
屋二郎(2015)オーストラリアにおける対応困難ケ
ースへの支援状況に関する調査①―Independent 
Third Person Program(ITP),Office of Public 
Advocate(OPA),The Assessment and Peferral Court 
List(ARC List).青年期・成人期発達障がいの対応
困難ケースへの危機介入と治療・支援に関する研究,
厚労科研報告書． 
内山登紀夫,安藤久美子,桝屋二郎,水藤昌彦,堀江
まゆみ(2015)オーストラリアにおける対応困難ケ
ースへの支援状況に関する調査②-Disability 
Justice Team North Division(DHS)に関する調査．
青年期・成人期発達障がいの対応困難ケースへの危
機介入と治療・支援に関する研究,厚労科研報告書． 
内山登紀夫,水藤昌彦,堀江まゆみ(2015)オースト
ラリアにおける対応困難ケースへの支援状況に関
する調査③-Australian Community Support 
Organization(ACSO)に関する調査．青年期・成人期
発達障がいの対応困難ケースへの危機介入と治
療・支援に関する研究,厚労科研報告書． 
内山登紀夫,堀江まゆみ(2015)英国の MCA(意思決定
能力法)における行動障害・触法行為の改善に関す
る研究．青年期・成人期発達障がいの対応困難ケー
スへの危機介入と治療・支援に関する研究,厚労科
研報告書． 
堀江まゆみ(2015)震災と虐待．発達障害医学の進歩
vol27 pp.34-42 
安藤 久美子,水藤 昌彦, 桝屋 次郎, 野沢 和弘, 
堀江 まゆみ(2014)知的障害をもつ性犯罪加害者へ
の認知行動療法アプローチ SOTSEC-IDへの招待.
犯罪学雑誌 80巻 4 号 139． 
堀江まゆみ(2014)大学教育における特別支援学校
教育実習での障害児童・生徒の理解と課題．実習指
導センター実践報告書 vol.6 pp.34-38 
 
無 藤 隆(発達心理学) 
＜著書＞ 
著者：無藤隆・北野幸子・矢藤誠慈郎 
『 認定こども園の時代-子どもの未来のための新
制度理解とこれからの戦略４８-』 
共著 ひかりのくに 全 223頁
(8-37,118-141,173-181) 2014 年 5 月 
『はじめての幼保連携型認定こども園教育・保育要
領 ガイドブック』単著 フレーベル館 全 126頁 
2014年 6月 
＜学術論文＞ 
子ども学 第 2 号 
2014年 5月 2 日 萌文書林 
編集 無藤隆,汐見稔幸,加藤理,佐久間路子,藤﨑眞
知代 
著者 佐藤学,水原克敏,加藤繁美,水戸博道,吉永早
苗,畑中圭一,根ヶ山光一,吉田伊津美,麻生武 全
182 頁「子ども・子育て支援新制度について」 
2014年 11月 小児科臨床 増刊号 vol.67(pp.3-14) 
全 332 頁 査読なし 
「幼稚園教育要領・保育所保育指針について」 
2014年 11月 小児科臨床 増刊号 vol.67  
(pp.15-19)全 332 頁 査読なし 
「言語力の育成と国語教育－発達的カリキュラム
論」2015年 2 月 国語教育研究手法の開発 全国大
学国語教育学会編 (pp.11-16)全 70頁 査読なし 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本心理学会 
・日本発達心理学会 
・日本教育心理学会 
・日本保育学会 
・日本乳幼児教育学会理事 
・日本質的心理学会 
・日本生活科・総合的学習教育学会 
・文部省・教育研究開発評価協力者 
・文部科学省・中央教育審議会教育課程部会委員 
・日本学術会議連携会員 
 
小 保 方 晶 子(発達心理学) 
＜学会・社会的活動＞ 
・ 日本心理臨床学会 
・ 日本発達心理学会 
・ 日本犯罪心理学会 
・ 日本質的心理学会 
・ 日本臨床心理士会 
・ 日本心理学会入会 
・ 日本教育心理学会 
・ American Psychological Association 
・ 日本家庭科教育学会 
・ 府中市教育委員会学校評価委員 
 
杉 山 貴 洋(造形教育学) 
＜著書＞ 
『造形ワークショップ入門』共著 2015年 4月 1日
発行 武蔵野美術大学出版局 
（第１章：事例５.pp.36-42「シロシロ星人と五歳
の防衛軍」事例７.pp.52-63「美術館であそぶ、美
術館でまなぶ」事例８.pp.64-71「一緒に遊び、一
緒に表現する療育」第２章：第三節.pp.109-130「企
画から実践へ」 
＜その他・執筆＞ 
『こども環境学会誌』第 10巻第３号：特集２こど
も最前線 pp.16-17「一人一人の個性にスポットラ
イトがあたる」 
『保育ナビ』pp.66「ワークショップの実践研究を
しています」 
＜学会・社会的活動＞ 
・こども環境学会 
・日本保育学会 
・全国大学造形美術教育教員養成協議会（事務局） 
・浦安市こども発達センター芸術療法グループ造形
ワークショップ講師 
・船堀中央保育園、白河かもめ保育園、南砂さくら
保育園、台東こども園、大和東保育園、造形ワーク
ショップ講師 
・ 東京都美術館アクセス実践講座講師 
［１：障がいのある子どものための WSについて考
える］ 
［２：こどもの表現について］ 
［５：とびらプロジェクトのアクセスに係る活動に
ついてふりかえる］ 
・ミュージアムスタートあいうえの講師 
［のびのびゆったりワークショップ・１〜６］ 
・FM J-WAVE Radio DONUTS 東京クリエイティブフ
ァイル出演 
・テレビ東京「すけっち」出演 
 
廣 澤 満 之(発達障害学) 
＜著書＞ 
実践 保育内容シリーズ４ 言葉（共著） 2014年 4
月 一藝社 担当部分：pp.9-19・pp.104-115 
＜その他＞ 
廣澤満之：青年期の自閉症スペクトラム障害児を対
象としたグループ活動における相互性－相互性を
促進する活動と係り手の役割－ 『日本特殊教育学
会第 52回大会発表論文集』高知大学 2014年 9 月 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本特殊教育学会 
・日本発達心理学会 
・日本保育学会 
・日本 LD学会 
・日本教育心理学会 
・日本児童青年精神医学会 
・日本発達障害学会 
・日本心理臨床学会 
・日本心理劇学会 
 
飯 野 雄 大(臨床発達心理学) 
＜学術論文＞ 
田中浩司・浜谷直人・芦澤清音・三山岳・五十嵐元
子・飯野雄大, 幼稚園における巡回相談ニーズの検
討 : 巡回相談を多く利用する幼稚園でのグループ
インタビューを通して, 首都大学東京人文科学研
究科人文学報第 501号,pp. 7-25, 2015年 3月 
＜その他＞ 
 [学会発表] 飯野雄大・田中浩司・浜谷直人・五
十嵐元子・照井裕子, 肯定的場面に焦点化した気
になる子の保育アセスメント(その 1),日本保育
学会第 67回大会, ポスター発表, 2014年 5月,
大阪 
 [学会発表] 田中浩司・飯野雄大・浜谷直人・五
十嵐元子・照井裕子, 肯定的場面に焦点化した
気になる子の保育アセスメント(その 2), 日本保
育学会第 67回大会, ポスター発表, 2014年 5月, 
大阪 
 [学会発表] 三山岳・芦澤清音・飯野雄大・田丸
尚美・五十嵐元子・野本千明・別府悦子, ラウン
ドテーブル 巡回相談における保育支援とは何か, 
日本発達心理学会第 25回大会, 話題提供, 
2014年 3月, 京都大学 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本発達心理学会 
・日本特殊教育学会 
・日本教育心理学会 
・日本心理学会 
・日本保育学会 
・日本臨床発達心理士会 
・［講師］ 
八王子市幼稚園障害児等保育研修会 
 
福 島 円(臨床心理学) 
＜その他・学会発表＞ 
・福島円，2014，虐待のセーフティネットとしての
母親面接―小学校におけるスクールカウンセリン
グの事例から，日本心理臨床学会第 33回大会，60． 
・下平美智代・古家美穂・福島円・川村全・出口琢
也・丹羽大輔，2014，オープンダイアログ（開かれ
た対話）,精神病治癒へのフィンランドのアプロー
チ，日本精神障害者リハビリテーション学会第 22
回いわて大会，56． 
・古家美穂・下平美智代・福島円・川村全・出口琢
也・丹羽大輔，オープンダイアログ 体験ワークシ
ョップ，日本精神障害者リハビリテーション学会第
22 回いわて大会，59． 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本心理臨床学会 
・日本学生相談学会 
・日本カウンセリング学会 
・日本家族心理学会 
 
大学 子ども学部家族・地域支援学科    
小 林 美 由 紀（医学・小児科学・小児保健学・ 
小児血液腫瘍学） 
＜著書＞ 
保育士完全合格テキスト 2015年版 翔泳社 2014年
11 月 
＜その他＞ 
報告：「子どもの健康相談」から見る子育て支援：「子
ども白書」本の泉社 2014年 8 月 
講演：「子どもの健康について」国分寺市ファミリ
ーサポートセンター 2014年 6月 24日,2015年 2月
20 日 
講演：「子どもの病気と症状」中野区ファミリー・
サポート事業 2014年 6月 23日,2014年 10月 27日 
講演：「医学的にみた特別支援教育のあり方」三市
連携特別支援教育講座 2014年 10月 30日 
講演：「食物アレルギーのお子さんに必要な気配り」
ほっとスペースさつき学習会 2014年 9月 28 日 
講演：「子どもの急変時の対応と救急搬送まで～観
察のポイントと急変時のシミュレーション～」中野
区ファミリー・サポート事業 2014年 12月 1 日 
＜学会・社会的活動＞ 
・中野区ファミリー・サポート事業 医療アドバイ
ザー 
・骨髄移植調整医師 
・医療事故相談センター アドバイザー 
・日本小児科学会 専門医 
・日本小児保健協会 
・日本子ども学会 理事 
・日本小児血液学会 
・日本小児がん学会 
・日本血液学会 
・日本臨床血液学会 
・日本造血細胞移植学会 
・日本輸血学会 
・日本赤ちゃん学会 
・日本保育園保健協議会 
・日本学校保健学会 
・日本保育学会 
・日本医療保育学会 
 
関 谷 栄 子(看護学・介護福祉学) 
＜著書＞ 
共同執筆 
介護福祉士養成課程・介護職のための医療ケア 
第 4章介護における生活支援と介護の倫理
(pp.29-35)建帛社 2015年 2月 25日発行 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本老年医学会 
・日本看護科学学会 
・日本介護福祉学会 
・日本社会福祉学会 
・日本介護福祉教育学会 
・日本難病看護学会 
・日本社会医学会 評議員 
 
 
 
土 川 洋 子(介護福祉学) 
＜著書＞ 
『介護福祉士養成課程・介護職員のための医療的ケ
ア』共著 建帛社 2015 年 2月 
第 9章 食事と経管栄養, 
第 11章 子どもの医療的ケア,解説編Ⅱ 編集責任 
＜学術論文＞ 
研究報告 
「2013 年度卒業研究成果に見られる子ども学の研
究領域～タイトルのテキストマイニングと調査方
法の分析から～」共著 白梅学園大学・白梅学園短
期大学 教育・福祉センター 研究年報 第 19 号 
pp.51-55 2014年 8 月 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本病院・地域精神医学会 
・日本介護福祉教育学会 
・日本介護福祉士学会 
・精神障害者リハビリテーション学会 
・日本保健医療福祉連携教育学会 
・社会福祉法人きょうされん リサイクル洗びんセ
ンター(就労継続支援 B型事業所)健康相談看護師 
 
森 山 千 賀 子(介護福祉学・地域ケア) 
＜著書＞ 
森山千賀子「死と終末期ケア」『社会福祉士シリー
ズ第 13巻 高齢者に対する支援と介護保険制度』
（第３版改訂）pp.104－117 弘文堂 2015年 3 月 
＜学術論文＞ 
森山千賀子「介護者支援のための新たな視座の考察
－ケアの論理を手がかりにして－」白梅学園大学 
白梅学園短期大学 教育・福祉研究センター 研究年
報 第 19 号 pp.3-15 2014 年 8 月 (査読有) 
森山千賀子「日本の家族介護における家族の政策的
位置づけの変遷－老人福祉法の成立期から 10年毎
区分の整理を通して－」『福祉図書文献研究第 13 号』
pp.91-103 2014 年 11月 (査読有) 
＜報告書＞ 
森山千賀子・趙敏廷・谷川和昭・曽我千春・森山治, 
グローバル化時代における高齢者介護の質とロー
カル言語に関する研究－介護人材の育成策と就労
をめぐる課題に対する日・韓・芬比較－（科学研究
費助成研究報告書）東京コロニー印刷 2015年 3月 
＜学会・社会的活動＞ 
[講師等] 
・たまり場フォーティワン第 7 回講演会 テーマ
「暮らしに役立つ高齢者介護のあらまし－介護保
険サービスと高齢者福祉－」2014 年７月 15 日 主
催：小平市シルバー大学 OB会たまり場フォーティ
ワン運営委員会 会場：小平市福祉会館小ホール 
・平成 26年度小平市介護予防見守りボランティア
事業 テーマ「地域の中で高齢者を見守ることにつ
いて」2014 年 9月 10日 2015年 2月 6 日 会場：小
平市福祉会館第１集会室 
・家庭訪問型子育て支援研究会スキルアップ研修会 
テーマ「家庭に入る」訪問型子育て支援の基本 
2014年 11月 29日、2015年 1月 16日 主催：訪問
型子育て支援研究会／こども未来財団 
・東京都キャリア形成訪問指導事業研修 9月-11 月 
・日本社会福祉学会 
・日本社会福祉士会 
・日本介護福祉学会 
・日本介護福祉士会 
・日本介護福祉教育学会 
・日本世代間交流学会 
・日本子ども虐待学会 
・日本福祉図書文献学会 
・社会福祉法人サンフレンズ理事・評議員 
・一般社団法人地域ケア総合評価機構代表理事 
・NPO法人第２こだま 小規模多機能型居宅介護や
まびこ運営推進会議委員 
 
山 路 憲 夫(社会福祉学) 
＜学術論文＞ 
「地域包括ケア構築の実践的課題――東京都国立
市の取り組みからの検証」現代公益学会編「東日
本大震災後の公益学と労働組合」所収,2014年 9
月,文眞堂) 
＜その他＞ 
「アザレアンさなだ」「介護報酬改定」「在宅医療」
「ドイツの緩和ケア」「ドイツの認知症ケアまちづ
くり」「国立市認知症の日」「柏モデル」「オランダ
安楽死」「医療と介護の連携」「介護報酬改定の危
うさ」 (ウェブマガジン「ケアＺｉｎｅ」所収,2014
年 4月～2015年 3月) 
「先駆者を悼む」「転換期の介護ビジネス」「創意
と工夫」(介護マスト所収,2015 年 1 月～3月) 
＜学会・社会的活動＞ 
・社会福祉法人「つむぎ」理事長(2012 年 5月～現
在に至る) 
・NPO福祉フォーラムジャパン副会長(2009年 5月
設立～現在に至る) 
・在宅医療助成勇美財団専門委員(2010 年 1月～現
在に至る) 
・東京都福祉サービス運営適正化委員会委員(苦情
処理担当)(2000年 10 月から現在に至る) 
・東京都小金井市社会福祉協議会ボランティアセン
ター運営委員長(2008年 4月～現在に至る) 
・東京都小平市介護保険運営協議会会長(2012 年４
月～現在に至る) 
・東京都東村山市地域包括ケア推進協議会会長
(2015年 4月～現在に至る) 
・東京都東村山市保健福祉協議会委員(03 年 10月
～現在に至る) 
・東京都東村山市医療・介護推進委員会委員(2015
年 4月～) 
・東京都国立市財政改革審議会副会長(2012年 4月
～現在に至る) 
・東京都国立市介護保険運営協議会委員(2006年 10
月～現在に至る) 
・東京都国立市在宅療養推進協議会座長(2011 年４
月～現在に至る) 
・家のない人のパーソナルサポート付ステップアッ
プハウス事業「ときわハウス」運営委員長(2014
年 10月～) 
・北海道看護協会セカンドレベル研修「医療制度」
講師(05年 10 月～現在に至る) 
・日本臨床倫理学会理事 
・現代公益学会理事 
・日本記者クラブ会員 
 
杉 本 豊 和(社会福祉学) 
＜著書＞ 
『相談援助実習・相談援助実習指導－ソーシャルワ
ーク現場実習、ソーシャルワーク実習指導(第２
版)』共著 弘文堂 2014年 
『介護職員初任者研修テキスト第３巻利用者のこ
ころとからだの理解』共著 日本労働者共同組合連
合会 2014 年 
『精神障害者と家族のための生活・医療・福祉制度
のすべて Q&A第 10版』共編著 萌文社 2015 年 
『障害者に対する支援と障害者自立支援制度(第３
版)』共著 弘文堂 2015年 
＜学術論文＞ 
「ソーシャルワークとケアワークの異同と融合―
双方の資格を取得する学生の実習指導を通して考
える―」(単著)白梅学園大学・白梅学園大学実習
指導センター「実習指導センター実践報告書」第
６号 2014 年 
「コミュニティサロンにおける世代間交流の実施
による地域活性化の試み」共著 白梅学園大学・白
梅学園短期大学 教育・福祉研究センター 研究年
報 第 19 号 pp.90-91 2014年 8 月 
＜学会・社会的活動＞ 
・府中市障害者計画推進協議会委員 
・府中市障害認定審査会委員 
・日本社会福祉学会 
・日本精神障害者リハビリテーション学会 
・社会福祉法人ひばり福祉会理事 
・特定非営利活動法人あかね会理事 
・社会福祉法人日野市民たんぽぽの会評議員 
 
西 方 規 恵(介護福祉学) 
＜著書＞ 
『介護職員初任者研修テキスト』第 4 巻 介護労働
安全センター 2014 年 
移動・移乗に関連した心と体の仕組みと自立に向
けた介護 pp.149-195  
＜学会・社会的活動＞ 
・日本社会福祉学会 
・日本介護福祉学会 
・日本難病看護学会 
・日本介護福祉教育学会 
・日本老年行動科学会 
 
井 原 哲 人(児童福祉論) 
＜著書＞ 
単著『「精神薄弱」乳幼児福祉政策の戦後史-権利保
障体系の展開と変質』高菅出版 
＜学術論文＞ 
単著「障害乳幼児福祉政策における新自由主義改革
の現状と課題」白梅学園大学・短期大学紀要  
No.51 pp.1-18 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本社会福祉学会 
・社会事業史学会 
・東京社会福祉史研究会 
  
牧野 晶哲(ソーシャルワーク、社会福祉) 
＜その他＞ 
・横浜市公立学校事務職員研究協議会専門研修会講   
 師 
・東京私立学校理事・校長・副校長懇談会講師 
・日本スクールソーシャルワーク協会スクールソー
シャルワーク入門一日講座講師 
・forensic interview(Corner House)研修終了 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本社会福祉学会 
・日本学校ソーシャルワーク学会 
・NPO法人 日本スクールソーシャルワーク協会  
理事 
・公益社団法人 東京社会福祉士会 スクールソー
シャルワーク事業部 事業部長 
・杉並区社会的居場所づくり支援事業(通称：杉並
中３勉強会＆高校アドバンス)代表責任者 
・NPO法人修復的対話フォーラム 
  
安 瓊伊(社会福祉学・介護福祉学) 
＜学会発表＞ 
安 瓊伊：介護職に求められる支援に関する研究；
利用者と家族のインタビュー調査から．『老年社会
科学第 36巻第 2号第 56回大会報告要旨号』245頁 
ポスター発表 下呂交流会館アクティブ 
2014年 6月 
安 瓊伊：実践における介護福祉士の専門性の検
討；介護教員と高齢者介護関連従事者の意識調査を
とおして．『第 22 回日本介護福祉学会大会発表報告
要旨集』76頁 ポスター発表 日本社会事業大学 
2014年 10 月  
大島千帆，田口 潤，下垣 光，安 瓊伊，鄭 春姫：
介護福祉士の専門性とキャリアに関する研究；キャ
リアコミットメントおよび組織コミットメントに
みるキャリアに関する意識．『第 22回日本介護福祉
学会大会発表報告要旨集』64頁 口頭発表 日本社
会事業大学 2014年 10月 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本介護福祉学会会員 
・日本社会福祉学会会員 
・日本老年社会科学会会員 
 
短大 保育科                
瀧 口 優(英語教育学・英米文学) 
＜著書＞ 
真の国際化を阻む「外国語＝英語」教育の流れ 単
著 2014年 4 月 教科研講座第３巻「学力と学校
を問い直す」(かもがわ出版) 
＜学術論文＞ 
小学校英語で問われていること 単著 2014年 7
月 民主教育研究所研究年報 14 号 
小学校英語活動３年目の現状と課題(査読) 共著  
白梅学園大学・白梅学園短期大学 教育・福祉研究
センター 研究年報 第 19 号 pp.16-29 2014年 8月 
小学校英語教育の未来を考える 単著 2014年 9月 
日本の科学者 Vol.49 No.9 
小平市における障がい者福祉計画策定と今後の課
題(査読) 単著 2015年 3月 和光大学現代人間学部
紀要第 8 号 
＜その他＞ 
・早期英語教育の幻想とことばの獲得 単著  
2014年 10月 国語の授業 244号(一光社) 
・小学校英語指導法の授業で学生は何を感じたか 
単著 2014年 4月 新英語教育５３６号 
(三友社出 版) 
・白梅学園大学地域交流研究センタープロジェクト
報告 単著 白梅学園大学・白梅学園短期大学 教
育・福祉研究センター 研究年報 第 19 号 
pp.80-81 2014年 8月 
・「グローバル化に対応した英語教育改革実施計画」
等に対する意見 単著 2015年 3 月 英語教育 63
巻 13号(大修館書店) 
・「子育てネットワークづくりに関する研究」単著
白梅学園大学・短期大学 教育・福祉研究センタ
ー 研究年報 第 19 号 pp.105-106 2014年 8月 
・Stuart Little 養子問題を考える 単著  
2014年 7月 新英語教育５３９号(三友社出版) 
＜講演・報告＞ 
・地域と自治体をつなぐ大学の役割 共著 2014年
10月 日本世代間交流学会自主企画シンポジウム 
・学級担任と ALT による英語活動の授業の工夫につ
いて 単著 2014年 6月 国分寺市教育研究会英語
部会 
・小平西地区地域ネットワークづくりの取組み  
単著 2014年 6月 日本世代間交流協会 
＜学会・社会的活動＞ 
・新英語教育研究会(2010 年より会長)  
・教育科学研究会 
・語学教育研究所 
・映画英語教育学会  
・日本イギリス児童文学会 
・新英米文学会 
・日本平和学会 
・民主教育研究所 
・平和の文化をきずく会 
・世界幼児教育機構(ＯＭＥＰ) 
・日本保育学会 
・日本ユネスコ協会連盟 
・特定非営利活動法人Ｃ．Ｐ．Ｉ．教育文化交流推
進委員会  
・日本児童英語教育学会(ＪＡＳＴＥＣ) 
・日本教育学会 
・総合人間学会 
・日本世代間交流学会 
 
中 山 正 雄(社会福祉学) 
＜著書＞ 
中山 正雄編著『実践から学ぶ社会福祉』 教育情
報出版 共同編者:長谷川俊雄 
「社会福祉とは何か」pp.79-80 
「社会福祉の実際 保育所・児童厚生施設・助産
施設」 
「社会福祉の実際 乳児院・児童養護施設」 
「社会福祉の実際 児童自立支援施設・情緒障害
児短期治療施設」pp.122-133 2014 年 
中山正雄(責任編者)『保育の現場を知る施設実習
[新版]』 北大路書房 共同編者: 民秋言・安藤和
彦・米谷光弘 「社会的養護を担う施設の役割」
pp.88-101 2014年 
＜学術論文＞ 
「児童養護施設における家庭復帰に関する研究」担
当：考察と今後の課題 pp.39-48 
『植山つる児童福祉研究奨励基金研究助成報告書』
中山正雄,田島亜希子,足立夏子,鈴木喜子共著 A4
版 49 ページ(社会福祉法人二葉保育園児童養護
施設二葉学園)2015年 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本社会福祉学会会員 
・子ども家庭福祉学会会員 
・全国子ども虐待防止学会会員 
・日本児童養護実践学会 副会長 
・知的障害者支援施設，知的障害児入所施設 友愛
学園 苦情解決第三者委員(2015 年 3 月まで) 
・児童養護施設 二葉むさしが丘学園 苦情解決第三
者委員  
・児童養護施設「アリスとテレス」スーパーバイザ
ー 
・乳児院運営改善委員会委員長 
・社会福祉法人 わらしこの会 理事長 
 
花 原 幹 夫(造形教育学) 
＜その他＞ 
[学会口頭発表]ポスター発表 
遊びをより豊かにするリサイクル素材の考察 共
同 2014年 5月 第 67 回 日本保育学会 
 [学会口頭発表]ポスター発表 
保育者養成における造形表現系の授業内容につ
いて４ 単独 2014年 9月 第 53 回全国保育士養
成協議会 研究大会 
雑誌執筆 
「子どもの造形 Q＆A」連載『美育文化ポケット』
2014年 創刊号～第 4号 
「子どもの絵を聴く」『美育文化ポケット』 
2014年 第 5号 
「オニと遊ぼう 造形ガイド」『ひろば』 
2015年 1月号 監修・アイデア製作 
講師 
・「共同する学び場 共創する学びの世界」2014 年
6 月 子ども教育立国 シンポジスト 
・「親子の造形ワークショップ」 
2014年 7月 2015年 3 月 多摩六都科学館 
・「パパ講座 ダンボールですべり台を作ろう！」
2014年 6月 東村山市「ころころの森」 
・「世田谷区立幼稚園教育研究会「表現部会」」 
2014年 7月 世田谷区立幼稚園教育研究会 
・「子どもの豊かな造形表現を育むためには」 
2014年 8月 白峰学園保育センター保育士研修 
・「親子で楽しむ造形」 2014年 11月 18日 うめだ
子供の家 地域活動事業 育児講座 
・「子どもの表現(主に造形)とその援助」  
2014年 11月 東村山市「ころころの森」職員研修 
・「４歳児クラスの保育教室(遊びの中の造形)」 
2014年 11月 子どもの文化研究所 
・「５歳児クラスの保育教室(５歳児の造形)」 
2014年 9月 子どもの文化研究所 
・「子どもの造形表現について」 
2015年 1月 麗和幼稚園 保護者対象講座 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本保育学会 
・子ども環境学会 
・日本赤ちゃん学会 
・絵本学会 
・社会福祉法人わらしこの会 わらしこ保育園 苦情
処理第三者委員 
・学校法人佐藤学園 東立川幼稚園 理事 
 
吉 川 研 二(生態学) 
＜学会・社会的活動＞ 
・ 日本生態学会 
・ 個体群生態学会 
・ 日本土壌動物学会 
・ 日本動物行動学会 
・ 沖縄生物学会 
・ 日本昆虫学会 
・ 日本環境教育学会 
・ 群馬野外生物学会 
・ 日本生物地理学会 
・ 日本昆虫分類学会 
 
若 松 美 恵 子(体育学) 
＜学会・社会的活動＞ 
・ 日本体育学会 
・ 舞踊学会 
・ 日本保育学会 
・ 日本発育発達学会 
・ 東京都女子体育連盟副会長，幼児部会会長 
・ 日本女子体育連盟特別会員 
・ 全国表現運動・ダンス授業研究会 
 
小 松 歩(発達心理学) 
＜その他＞ 
金田利子,小松歩,松本園子,髙田文子,霜出博子,西
井宏之：幼児期の保育体験の生涯発達における遊び
心の形成に及ぼす効果②――その後への影響要因
－久保田浩の三層構造を続けてきた S 大学附属幼
稚園における保育体験の分析―― 日本保育学会第
67 回大会 大阪総合保育大学 2014年 5月 
小松歩,金田利子,松本園子,髙田文子,霜出博子,西
井宏之：幼児期の保育体験の生涯発達における遊び
心の形成に及ぼす効果③――S大学附属幼稚園卒園
時親子へのアンケートから―― 日本保育学会第 67
回大会 大阪総合保育大学 2014 年 5 月 
山路千華,金田利子,小松歩,松本園子：大学を拠点
とした遊び WSの効果――大人の遊び心への影響―
― 日本保育学会第 67 回大会 大阪総合保育大学 
2014年 5月 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本特殊教育学会 
・日本教育心理学会 
・日本発達障害学会 
・日本 LD(学習障害)学会 
・日本保育学会 
・特別なニーズ教育とインテグレーション(SNE)学
会 
・日本発達心理学会 
・赤ちゃん学会 
・立川市「夢育て・たちかわ 子ども 21 プラン 第
５期推進協議会」会長 
・学校法人佐藤学園 東立川幼稚園 監事 
・社会福祉法人緑蔭会 たかのみち保育園 監事 
 
長 井 覚 子(音楽教育学) 
＜著書＞ 
本多佐保美・西島央・藤井康之・今川恭子・国府
華子・村上康子・長井覚子・山中和佳子・勝谷祥
子『戦時下の子ども・音楽・学校―国民学校の音
楽教育―』 開成出版 2015年 2 月 
＜学術論文＞ 
「昭和初期の幼児向け唱歌集に関する一考察―日
本教育音楽協会編『エホンシヤウカ』を中心に 
『白梅学園大学・短期大学紀要』No.51 号  
pp.19-35 2015年 3月 
＜学会・社会的活動＞ 
 [所属学会] 
・日本音楽教育学会 
・音楽教育史学会 
・東洋音楽学会 
・日本保育学会 
・日本乳幼児教育学会 
・幼児教育史学会 
・日本音楽教育学会広報委員 
・東洋音楽学会参事(平成 25年 9月まで) 
 
 
 
源 証 香(保育学) 
＜著書＞ 
『乳児保育を学ぶ』近藤幹生編著 共著 大学図書出
版 
保育士完全合格テキスト 2015年版 汐見稔幸監修 
共著 翔泳社 
保育士出る出る一問一答 共著 翔泳社 
＜学術論文＞ 
「保育内容」研究のあり方に関する一考察 －保育
者養成校における担当教員の専門分野の実態調査
から－ 埼玉大学教育学部附属教育実践総合セン
ター紀要（13）pp.9－16 
＜その他＞ 
・宮原慈光保育園園内研修講師 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本保育学会 
・法と教育学会 
・赤ちゃん学会 
・子どもの人権研究会 事務局 
 
小 笠 原 明 子(障害児保育・野外保育論) 
＜学術論文＞ 
「野外保育における発達の気になる幼児の行動拡
大への保育士のかかわりの効果」 共著 2015.3.31 
宮崎大学教育文化学部紀要 第 32号 pp.81-90  
＜その他＞ 
学会発表 
・「4･5歳児の気になる行動の発達的特徴」 共
2014.5 日本保育学会第 67回大会 大阪総合保育
大学・大阪城南女子短期大学 
・「保育士養成課程の学生による野外保育の実践
（１）」 共 2014.5 日本保育学会第 67回大会  
大阪総合保育大学・大阪城南女子短期大学 
・「5歳児の気になる行動と身体感覚の偏倚との関
連性」 共 2014.9 日本特殊教育学会第 52 大会  
高知大学 
・「就学による環境の変化が発達が気になる幼児の
身体感覚に与えた影響」 共 2014.9 日本特殊教
育学会第 52 大会 高知大学 
・「幼稚園における気になる子の実態に関する調査
研究」 共 2014.11 日本乳幼児教育学会第 24回
大会 広島大学 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本保育学会 
・日本特殊教育学会 
・日本乳幼児教育学会 
・日本発育発達学会 
 
酒 本 知 美(社会福祉学) 
＜学術論文＞ 
「生活保護精神障害者退院促進事業の現状と課題
―精神科病院へのアンケート調査を通して―」単著
立教大学社会福祉研究所発行 2015年 3月 31 日 
『立教社会福祉研究』 第 34号 pp.19-28 査読付き 
＜学会・社会的活動＞ 
・社会福祉学 
・地域福祉学会 
・全国障害者生活支援研究会 
・立教大学社会福祉研究所研究員 
・やどかり研究所研究員 
・日本社会福祉学会 広報委員 
 
桑 原 志 津 香(声楽) 
＜学会・社会的活動＞ 
・日本保育学会 
